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２．めざすべき将来都市像 

（１）まちづくりの視点 

（２）まちづくりの目標 

（３）将来都市構造 

●都市計画マスタープラン構成案の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１．都市計画マスタープランとは 

(１)目的 

(２)位置づけ・役割 

(３)改訂について 

(４)計画期間 

(５)想定人口フレーム 

(６)都市計画マスタープランの内容と構成 
(７)将来のまちづくりに対する意向の把握 

想定人口フレーム 

現 在 ：令和 2年：14.3万人 

中間年次：令和 12年：14.8万人 

最終年次：令和 22年：14.0万人 

都市マスの構成 見直しのポイント 

将来都市構造図 見直し確認事項 

①新規開発地の取り扱い 

②ネットワーク軸、主要道路の見直し 

③拠点名称、位置、内容の見直し 

まちの課題 

■まちの課題 

①大規模な地震や風水害への対応 

・災害に強いまちづくりへの取組 

・防災と減災の視点 

・災害の特性に対応した避難システム構築 

・復興まちづくりの取組 

 

②少子・超高齢社会に対応した住環境整備の推進 

・高齢者の暮らしやすさ、子育て環境の充実 

・公共交通環境の整備 

・良質な住宅、住環境の保全と整備 

 

③着実な都市基盤整備の推進と都市の活性化 

・計画的な都市基盤整備の促進 

・基盤整備地区の目標に沿った土地利用の実現 

・幹線道路の着実な整備と渋滞等交通公害の解消 

・狭隘道路などきめ細かな道路整備水準の向上 

 

④土地利用の適正化に向けた誘導 

・本市における市街化調整区域の適正な土地利用のあり方 

・都市化圧力への適切な対応 

・様々な土地利用上の問題点への対応 

 

⑤地球環境等への負荷の低減 

・三郷としての SDGsの取組 

・市民、企業、行政が一体となった環境負荷低減の取組 

まちづくりの視点 

■三郷市をとりまく社会・経済環境 

①巨大災害の切迫 

②急激な人口減少と少子・高齢化 

③食料・水・エネルギーの制約、地球環境問題と SDGｓの取組 

④ＩＣＴの劇的な進歩など技術革新の進展 

資料４ 

※各年次 1 月 1 日基準 
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３．部門別まちづくりの方針 

（１）市街地整備の方針 （２）道路交通体系整備の方針 
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（３）防災まちづくりの方針 （４）みどりのまちづくりの方針 
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（５）景観まちづくりの方針 （６）生活充実まちづくりの方針  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


